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７⽉の⼤規模通信障害時における消防本部の対応

１．住⺠への広報
• ホームページ、SNSを活⽤した情報発信（市／消防局ホームページ・Twitter・Instagram・Facebook・LINE）
• メールの送付（メール119やNet119の登録利⽤者等に対する注意喚起）
• 報道機関への情報提供
• ⾞両による巡回広報

２．駆け込み通報に備えた体制強化
• 窓⼝の受付体制を強化し、情報収集を実施
• ⾞庫シャッターを常時開放し、駆け込み通報を覚知できる体制を強化

３．部隊及び職員への周知
• 全職員への周知徹底（メール、電話等）
• 出動救急隊に病院ホットラインで通信障害が発⽣している旨を注意喚起
（復旧⾒込みが分かった段階で、そのことも周知）
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 消防本部では、テレビなどを通じて⼤規模通信障害を覚知。
 覚知後に、住⺠への広報や、駆け込み通報に備えた体制整備などを実施（具体的な取組は、以下のとおり。）。



消防庁の連絡体制（７⽉以降の体制）

情報収集及び
緊急通報への影響を確認

Twitter等を活⽤した情報発信
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消防庁からの情報発信
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＜７⽉の通信障害時の投稿＞

１．Twitterを活⽤した情報発信 ２．消防庁ホームページを活⽤した情報発信

（出典）https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/kyukyumusen_kinkyutuhou/119.html

※ 今後大規模通信障害が発生したときは、上記の投稿
のほか、公衆電話からの119番通報のかけ方や、救急車
の呼び方を継続的に発信する予定。

携帯電話等から119番通報がつながりにくい場合の
通報⽅法をTwitterで発信

電気通信事業者や報道機関による活⽤を想定し
公衆電話の利⽤⽅法や119番通報を頼まれたときの対応を

消防庁ホームページに掲載

枠内の情報が住⺠に
伝わることが重要



メディアによる消防庁Twitterの活⽤事例
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○ ７⽉２⽇（⼟） NHKニュース
 消防庁がTwitterで情報発信した内容が
NHKのニュースサイトで取り上げられたもの。

 他のメディアにも広く展開され、多くの市⺠
に、緊急時の対応についての情報を⾏き
届かせることができた。

（出典）https://www3.nhk.or.jp/news/html/20220702/k10013699101000.html


